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労働者党の結・成
一、はしがき
政治史を考察するにあたって⑮何よりも重要なことは、登場する
諸階級やその内部における種々なグループ、層の地位を正しく分
析し、その社会関係の推移や発展を全体的に把握することである。
従って我左の眼は、支配階級や指導者の動きのみではなくて、む
し
ろ
民
衆
に
、
創
造
的
な
大
衆
の
運
動
に
む
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
上
に
こ
そ
歴
史
を
変
革
す
る
真
実
の
力
が
存
在
し
て
い
る
。
嘗
て、著名な歴史家ウエールズ（国・の・二の］］の）は一九三四年にス
ターリンと会見した際珂十九世紀中頃のイングランドには『権力
が貴族からブルジョアジーに自発的に移った過程がある』と主張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
は
『
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
は
少
か
ら
ぬ
歴
史
的
役
割
を
果
し
、
支
配
階
級
の
一
部
を
し
て
大
震
動
を
さ
け
る
と
い
う
名
目
（１） 
で或程度の譲歩に応じさせたのだ……』とのべている。成程一八
労
働
者
党
の
結
成
三
Ｉ
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
の
雲
Ｉ
Ⅱ私ⅣＰ？』‐Ｌ．‐ｏｊ１０二二胆瞬，●夕Ｌ・↑‐肌・↑》ｐＡ－ｊ・・Ｊ・‐錘，踞咄，‐
一一三年の選挙法改正から一八四六年の穀物法撤廃に至る政治過程
は外見的には貴族からブルジョアジーに自発的に権力が移動した
ようにみえる。しかしながら、もし我汽が支配階級の動きのみで
はなくて、社会の全体制に目をむけるならば、そこには産業革命
によってうみだされた達しいプロレタリアートの運動をみるこ
と
ができる。このプロレタリアートは十八世紀の後半以降、徐々で
はあるが着実にその勢力を増大し、選挙法改正運動の際にはすで
に急進主義的政治勢力の一翼をなすに至り、一八三四年には未熟
ではあったが、オーエン的社会主義の未来計画を掲げたグランド
・ナショナル（の『四口已国凹威。ごロ］Ｃｏｐの○一三日＆月日』のの》己己○口）
に結集した。そして一八三七年にはチャーチスト運動を開始し、
、
、
、
、
一八四○年には独自な労働者党を組織するに至っていたのであ
る
。
こ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政
党
へ
の
組
織
化
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
トの政治的力量を示す一つの指標である。このプロレタリアート
受、
増
島
宏
｛』
（４９） 
● 
労働者党の結成
の力の増大こそが『大震動をさけるという名目で或程度の譲歩」
に応じさせる上で、一定の役割を演じていたのである。従って
『権力が貴族からプルジ雪アジーに自発的に移行』したと考える
のは事態の真の意味を把握したものではない。我☆はこのチャー
チズムの支配階級に対する強一圧の意味を正しく理解しなければな
らない。十九世紀英国におけるチャーチズムの歴史的地位は以上
のようであるが、チャーチズムは又世界最初の広汎な大衆的な労
働者階級の革命運動であった。このチャーチズムの実践はマルク
ス・エンゲルスの科学的社会主義理論との結合によって、〃共産
党宣言”のうちにとりいれられた。一八四八年、二月革命の前に
発表された疹宣一一戸はプロレタリアートの全世界史的役割を明ら
かにするとともに、その戦闘的組織“党”の理論的基礎を据えた
ものであった。爾来各国の労働者階級は、次交に科学的社会主義
理論によって武装された〃党〃をもつようになったのである。
チャーチズムにおける党は、勿論こうした社会主義的な意識に
貫かれた労働者党ではなかった。しかしながら、未成熟ではあっ
たが社会主義の指向をもつものであった。だからこそやがてチャ
ーチストの隊列の中から、多くのすぐれた人之が、当時の国際的
な共産主義運動に加わっていったのである。
本稿は特に、チャーチズムにおける労働者党の役割を明らかに
することを目的としているやそのことによって、我々はチャーチ
ズムが『暴動のいまわしき時代』ではなくて、労働者階級が自ら
一一、労働者階級の進出
１
反
抗
の
開
始
資本家と賃労働者との間の闘争は、資本関係そのものとともに（１） 
開始された。イギリスの労働者階級は『羊が人間を食いつくし』
（２） 
「鹿が人間を清掃する』農村で、『あらゆるものが利潤のために犠
（３） 
牲にされる都市生活』の中で、一一一口語に絶する苦難と闘いながら成
長していった。機械と工場制度を導入した産業革命は、これらの
、
、
、
、
、
、
、
、
、
賃労働者を近代的な労働者階級に鍛えあげたのである。
（４） 
この『近代工業のうんだ最初の息子達』のブルジョアジーにた
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
を解放するために世界最初の労働者党をうちたてた「英雄的時代』
であることを明らかにしうるであろう。同時に又、その〃党。の
未成熟と弱さのために敗北しなければならなかった歴史的運命に
別も到達しうるあでろう。こ上から後の労働者階級は、戦闘的な革
命党こそが革命運動において何より山も重要なことを学びとったの
である。
私は、先づイギリスの労働者階級の苦難な誕生と闘いの経過を
のべ、そこからチャーチズムの発生と発展を叙述し、そこにおけ
る階級組織疹党・の性格を明らかにし、それとマルクス主義的党
との関連を述べるつ釘もりである。
（１）国．ｎ国■層国》国。■で○．巨菖の困因西田②冨囚ご国四脚』Ｐ３己・の巨
（５０） 
労働者党の結成
（５） 
いする『反抗の最も左ま左壼もっとＪも無益な形態は犯罪であった』
（６） 
とエンゲルスはのべている。内務省の犯罪統計表によると、刑事
犯罪による逮捕者の数はイングランドとウェールズで次のようで
あった。一
八
○
五
四
、
六
○
五
一
八
一
一
○
一
三
、
七
一
○
一
八
一
○
五
、
一
四
六
一
八
一
一
五
一
四
、
四
三
七
一
八
一
五
七
、
八
一
八
一
八
三
○
・
一
八
、
一
○
七
（７） 
この統計表は一方において『ジャコバンの恐怖」にかられた無
慈悲な支配階級の弾圧を考慮し、他方人口の増加を考えなければ
ならないが、それでもなお》工業の拡張が急激な犯罪の増加を伴
ったことを物語って余りがある。しかしながらこの犯罪は個々バ
ラバラな個人としての社会秩序への抗議をあらわすものであって
、
、
労働者階級としての反抗とみることはできないであろう。
階級としての反抗の最初は資本家や機械、工場に対する直接的
攻撃である。
『最初は個宥の労働者が、ついで一工場の労働者が、ついで一
地区の一労働部門の労働者が、彼らを直接に搾取する個々のブ
ルジョアと闘う。彼らはへその攻撃を、ブルジョア的生産関係
にむけるばかりではなく、生産用具そのものにもむける。彼ら
は競争の相手である外国商品を破壊し、機械をうちこわし、工
場に放火する。彼らはすでに中世の労働者のほろびさった地位
（８） 
を、とりＪもどそうと努力する』
この機械の破壊に対して、マルクスは次のようにのべている。
『機械の採用以来はじめて労働者は資本の物質的実存様式たる
労働手段そのものと抗争する。彼は資本制生産様式の物質的基
礎
と
し
て
の
、
こ
の
規
定
さ
れ
た
生
産
手
段
形
態
に
叛
逆
す
る
の
で
あ
（９） 
ろ
。
』
と
。
．
すでに十八世紀のはじめ水力挽材機が民衆の反抗にあい、一七
五八年エヴニレットの水力による剪毛機は放火された。アークラ
イトはさんざんな迫害をうけ、その機械と工場は破壊された。こ
の運動は蒸気機関の採用とともにはげしさを加えた。それはラッ
ダイド運動となって爆発した。ベアー（言・国の臼）は次のように
のべている。
『遂に嵐がまきおこった。最初はラッド主義の形態においてで
〔、）
ある。激怒せる労働者は機械を破壊した』と。
このラッダイド運動は、極めて一撲的なものであるが、この段
、
、
、
、
、
、
、
、
、
・
階において、労働者がすでにかなりの組織と団結とをもっていた
ことに注目せねばならない。ウニップは
『ラッダイド運動は明らかに掛枠編工の問に始ったもので、彼
らは或端緒的な団体規約をもつ地方クラブに長い間組織されて
いた。そしてラッダイドの全指導は、ライセスター市長がのべ
た「諸君が一連隊の組織をもつと同じように完全な全体の組織
をもつ掛枠編工の委員会」によってなされた。資金は他の職業
即ち煉瓦積工、石工、紡績工、織工及び石切工の人々と同じく
｡ 
（５１） 
釧捌蝋州刊刈Ⅶ１ⅧⅦⅡⅡⅦⅦ川甸Ｊ１ⅡⅢ川烈Ⅱ（１劃Ⅵ抑釧川則Ⅷ割Ⅵ剣轆靹ｗ
－
 
労働者党の結成
地方の中心地に駐屯しているいくつかの連隊の兵士達からも集
められた。そして我々が見出した証拠は、むしろどれか一職業
の職工ではなくて、あらゆる種類の賃金労働者の広汎なγ秘密
〔
ｕ
〕
・
の宣誓で結合した陰謀であることを一示している。』
とのベラッダイド運動がかなり組織的な運動であり、且つ他の職
工や兵士から広汎な支持を得ていたことを述べている。そして又
『メイトランド将軍（の①口の三富巴言＆）がバクストン（団員‐
ざロ）から一八一一一一年六月一三日内務大臣への書簡でのべてい
る意見では、「この事件の全要は………過去数年間製造業者の賃
金の価格を維持しようとして、これらの団体が行った不断の努
「力に起源をもっている。このための努力が事業の環境や、食糧
の高価格のために有効ではなかったのを知って、彼等のおかれ
て
い
る
本
当
の
窮
迫
の
状
態
か
ら
み
て
も
っ
と
も
で
あ
る
と
い
う
の
が
正
し
い
よ
う
な
憤
激
の
瞬
間
に
…
…
…
、
既
に
他
の
手
段
で
な
そ
う
と
試
み
てきたことを実力によって実現しようと考え始めた。こういう
〔⑫〕
状態で、宣誓が行われるようになったのである」」と。
のべている。以上の引用から明らかなことは第一にラッダイトの
運動がかなり組織的であったこと、第二にラッダイトの運動は製
造業者の賃金釘づけと食糧の高騰の結果？平和的な手段では生き
〔迫）
るに道なく、暴力に訴えたものであり、一職業の職工ではなく、
多くの職工の参加と支持をえていたこと、第三にはう職工のみで
なく兵士や将軍の一部からさえも支持を得ていたこと、である。
コール剣も亦ラッダイド運動が組織的闘争（の］の量目言ｏ目】冨碕ご）
〔必〕
であったこどたこ実証している。
と側もあれシャーウッドの森のネッド・ラッド（ｚのＱ巨具窪の円の，
ミ・呂甸・忌呉・）なる神秘な一指導者の名に因む機械破壊の運動は
一八二年から一八一一一年にかけてミッドランドからランカシャ・
－、ヨークシャーに拡がり、支配階級を驚倒せしめた。議会は一
八一二年四月機械保護の法律を制定し、ラッダイトの運動を死刑
をｊもって罰した。そして一八一二年には十八名の労働者が絞首台
の鰯と消えた。詩人バイロンは、
『ラッドによって植えられた自由の樹が繁茂するための露と左一
（巧〕
、
ノ
ワｏであろう！』
と歌い、その悲惨な最期を弔った。団結禁止法によって、労働者側
の一切の団結の試みが禁ぜられ、『労働者が生活を改善し、社会一
上の地位を維持せんとするあらゆる試みは騒擾叛乱なりとみなし
（焔〕
た』時代にあって、労働者階級の最初の血の反抗はむざんにｊも打
砕かれてしまった。エンゲルスはこの闘争について次のようにの
べている。
『この種の反抗もやはりバラバラのｊものでしかなく、ある地点
にかぎられていて、しかも現状の一面だけにむけられたもので
あ
っ
た
。
一
時
的
な
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
と
、
社
会
的
な
力
の
全
重
圧
が
もとどうり抵抗力をなくした犯人のうえにのしか上って、思いｉ
きり彼等を懲罰した。そしてその反面では抵抗のかいもなく機
、
鱗灘 鱗鰄
" 
労働：者党の結篦戒
（Ⅳ） 
械は採用されたのである』と。
たしかにラッダイト運動は、機械破壊という資本主義的生産手段
そのものにむけられ、又宣誓をもった秘密組織に団結したという
点では労働者階級の資本主義制度に対する反抗の萠芽形態とみな
すことはできる。しかしながらそれは前進的な新社会を目的とし
たものではなくて、失われた中世的地位を取り戻そうとする一撲
的な運動であり、それはいぜんとして地域的であり、且つ資本主
義制度の一面にむけられた『復讐と反抗』でしかなかった。労働
者階級は抵抗の他の手段を考えなければならなかった。
初期の労働者の反抗のもう一つの形態について、ロートシュタ
イン（目困・罰・岳の三口）は『議会に対する請願』をあげ、次のよ
う
に
の
べ
て
い
る
。
，
『さて労働者階級は彼らの上におそいか上った不幸に対してい
かに応じたであろうか。・周知の通り、暴動、機械及全工場の破
壊、工場主に対する暴葱寺によってである。しかしながらこれ
は抗議の一形式にすぎなかった。Ⅲ－資本主義の同様の発展段階
には常に起る通りの自然発生的な直接的なものであった。これ
と並行して、それより＆ほるかに意識的で政治的にＪも一層重要
であった。もう一つの抗議形式が行われたのだが、従来歴史家達
はこれに対して適当な考察を払わなかった。それは労働者の国
家的保護を新制度に要求した所の議会に対する数多くの請願と
（超〕
なって表現された＆〉のである。』、と。
ロートシニタインの指摘する通り「名誉革命」以来の重商主義国
家が行った所の穰々な経済、社会に対する規制はＩ即ち本源的
〔四〕
蓄積の本質的な一契機としての国家的暴力の利用－－ほ注目され
なければならない。従ってこの国家という巨大な海獣（房ご寓言目）
に対して、労働者階級が保護を要求して、無数の請願を浴せかけ
たことは当然であった。而しながら、その請願も失われた中世紀
的保護を要求したという点で、又素朴にも国家の保護を期待した
と
い
う
点
で
、
決
し
て
ロ
ー
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
の
い
う
よ
う
に
、
機
械
破
壊
に
比して『遇かに意識的』（ョの岸曰の胃すのョ巨匡）というのは適当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
犯罪１１機械破壊１１請願こういった労働者階級の初期の反
抗も、彼等の悲惨な状態を決して改善する道ではなかった。彼ら
は他の手段を見出さねばならなかった。
（１）【・言日塚□口の宍囚凰冨］》（巴留・豆の旨く①Ｈ］四ｍ団臼］ご）
の．『畠・マルクスが卜１マスモ１アのコートピア』より引用
（２）弓量・》の。『『○・
（３）］・田・囚ロＰ因・国四日目○口。》円ロの目。ミロＰ号○員のいく。］・閂
（の己屋国○・房ｚＰ←ご）淳の｛四月．
（４）少・因巨＃》団Ｈ三豊月日□のロ昌○員の日や皀留》ご・『９Ｊ
（５）句・因信の｝の．目西のＣ・己三・口・二面の二。昊旨、’ｐｐｍの冒
向ロ、］四己》ご函【・冨日門四己甸・向信の］ｍＣｐ団曼＆厚冨・ｇｏ箸
】①田．（ロ・画含）以下富画風》向掲の一ｍ・ロ国二日ロと略す。
（６）与昼・》ロ・屋哩。
（７）一七九一一一年五月末、ジロンド派が没落ジャコバン派の
（５３） 
伽１１１１」
「
■
￣ 
、
労働者党の結成
支配が確立したことはイギリスの支配階級を恐怖に陥れた。
（８）【・冨閏門口ロ已司・向二ｍの］ｇ鈩巨の、の冨睡ご［のｍＣｐ凰津のロ旨
・目ご巴団座口已のロ》団二・国》（己一の旨く①尉旨、因の邑冒〕＠ｍい）の。函桿
共産党宣言（国民文庫）一一一七頁。
（９）【・富国風》己口の【碧冒一・のｍ・猿①１余Ｐ
（Ⅲ）二・国の日寧跨因一ｍ８ｑｏｍ国吋岸】の底のＣＤ旨］豚曰》提の】Ｐご◎一
門》ご・】窪．（一九五一一一年版）
（、）の。ｍロロ国。ご『のワヮ目言の四一の８税］＆月日』のロヨｏ己の日ご
】①四つ』ご・、の。
０
 
（⑫）弓昼・っごロ。⑪、１，℃
（Ⅲ）国。の。ご鷲臼》己】の●ず自蔵の｛のロー国のョのｍＥｐｍ》得①』Ｐの．】ｍ・
をも参照。
（ｕ）の。□・国・ＤＣ］の四口』缶。ご『・田】］の。Ｐ国回感のｐご『。Ｈ毒ｐｍ
Ｃ一ｍｍの冨○ぐの日の日壹の①］の日ＤＣＣ目】の日の》】＠ｍ］》ロ・旨】・
（応）言・因の①『》○℃・口【・》己・缶切・
（町）山中篇太郎「労働組合法の生成と変転」五一頁。ヘンソ
ン
本
ワ
イ
の
青
葉
と
し
て
引
用
。
（Ⅳ）言囚貝壹同□ぬの］の。ｐ国己芭厚己・農の．
（旧）目彦・閃◎岳の芹のご》因の岸＆ぬのＮ巨円の①の、三．茸の』の『ＰＲすの岸の『‐
すのヨ①、ロロ、】回向ロ、一四ロー亘停①口Ｐの。『・
（四）【・言閂Ｈごロ、の宍、ｂ一百一》の．『『『．
２
労
働
組
合
ウニッブは労働組合の起源に関し、次のようにのべている。
『……われわれ住十七世紀の後半に一時的な団結や団体の様
々な痕跡を発見する。そのいくつかは隠密のうちに不断の存在
峯巴続けたようである。十八世紀の初葉には、二一一一の職業の熟練
工による“最近に創立したク団体に関する苦情がチラホラ見出
さ
れ
る
。
年
代
の
進
む
に
つ
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
苦
情
が
次
第
に
拡
大し、それに対して労働者の組織、団体が非難を提出している
ことを見出す。十八世紀の中葉から下院日報は多くの熟練職業
の問における職人組合の存在を示す請願と反対請願でいっぱい
である。そして最後に、特定の工業における団結禁止法の着実
な増加、及びいかなる団結をもことごとく禁止した一七九九年
の広汎な法令から、組合運動の広汎な拡がりを推断しうるので
（１） 
ある」と。
ウェッブはこＬで、労働組合Ｉ『賃金労働者がその労働生活の条
（２） 
件
を
維
持
し
、
或
は
改
善
す
る
た
め
の
連
続
的
な
結
社
』
Ｉ
の
起
源
を
十
七
世紀の後半からとし、一七九九年の団結禁止法は、既に組合が存
在
し
て
い
た
結
果
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ら
の
労
働
組
合
が
根
を
下
し
は
じ
め
た
の
は
十
八
世
紀
の
末
頃
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
は
地
方
的
な
労
働
者
ク
ラ
ブ
の
形
で
、
し
か
も
主として熟練職工の問であった。やがて一七九二年頃から、それ
、
、
、
、
、
、
、
、
は新しい工場労働者、ランカシャーの綿紡績工の問に拡まった。
これは新興の資本家にとって大きな脅威となった。フランス大革
命はこの脅威に拍車をかけた。ウィリアムピット（三】］言冒旧葺）
（３） 
の政府は一般的な団結禁止法（一七九九’一八○○）を制定して
労働者の一切の団結の試みをおし潰そうとはかったのである。こ
の団結禁止法はメモンドのいうように「賃金を引下げ、労働条件
（５４） 
１
１
１
１
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
 
＃ /ノ
労働者党の結成
（４） 
を一層悪化式」せ、無制限な権限を親方に与えた。もの』であり『彼
（５） 
等が奴隷労働と低賃金を基礎として新しい工業を樹立』すること
を可能にしたものであった。
政府はこれと併行して、労働者の団体に多くのスパイヘ密告
者、挑発者を放って、その団体を破壊しようとしたＰ又、軍隊を
改革し、全国の戦略地に兵舎を設け、軍隊を駐屯させ、騎馬警察
隊を創設して民兵の代りとした。更に彼らは今迄職工の保護を規
定していた諸法令（たとえば徒弟法、職人条令、スピタレフィー
ルド法）を次友と撤廃し、新しい工業のために無保護左プロレタ
リアートを送りこんだ。これは『アメリカやオーストラリアの荒
（６） 
野で樹木や蔵が伐り払われるのと全く同様に」行われた農業地帯
（７） 
における『人民の清掃』と併行した。
こうした鉄火のような弾圧の中でも労働者階級は、却ってその
階級的連帯性を堅くし、彼らの団結をはかっていった。特に激し
い重圧をうけた北部の新工場地帯では、秘密結社の傾向を増大さ
〔８〕
せた。そして宣誓、神秘的な入会儀式を発達六」せた。比較的弾圧
を被らなかった南部の熟練職工の問でも、内部的統制の強化、小
数の団体指導者への権力の集中をもたらした。
更に労働組合は合法的な友愛会（甸国の己一］の。＆のご）を擬装し
友愛会の衣の下に潜み成長した。友愛会は一七九一年の友愛会法
（雷・の①。》三・Ｏ・窪）によって合法的地位を確立したｑものであり
一八一六年にはイングランドのみで、会員七十万を数えた。支配
階級の労働者階級の団結阻止の試みはこのように決して成功し」な
かったのである。それどころか、かえって嵐にたえうる強い団結
を鍛え上げたのである。、
このような非合法の組合のもとで、新しい工業における一連の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
次
々
と
闘
わ
れ
た
、
中
で
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
織
物
工
（一八二一）ランカシャーの紡績工（一八一八）スコットランド
及びサウスウェールズの坑夫（一八一八）のストライキは最も激
しいものであった。圧制に対する闘いの中で、労働組合の地方的
或いは同職問における連帯性が強められていった。たとえば仕事
を求めて地方を放浪する渡り職人（宮口国での）の問では最も早くか
ら一種の全国的組合を有していた。又革工、製帽工、・更紗染工、
柿毛工、羊毛工及びその他の手工業職人の種汽な連合団体は通信
禁止令を犯してたえず通信を交換していた。又当時の労働組合の
古い会計簿は同じ町や他の町の別の職業の争議を援助するために
出した金額の記入にみちている。ウニップが記しているロンドン
金箔職の小組合は一八一○’一八一一一の三年間に一一百ポンドに達
する巨額の金を他の十四組合に貸している。このような例はロン
ドンのみでなく、リバプールの製銅工、ランカシャーの紡績工、
スコットランドの炭抗夫の組合についても同様であった。
こうした労働組合の統一の前進の結果、最初の完全な全国組合
（更紗捺染工、製鉄工、製紙工）や全国的なストライキの連帯組
織（製縄工）等が生れたのである。
（５５） 
帝=---円－〒〒室＝ﾃｰ詫宇=〒＝〒〒-Ｆ一一一一一
労働者党の結成
労働組合の全国的な統一の機運煙勿論未だ大規模なものでは
なかった表後述する議会改革運動とともに、次第にたかまって
いった。そして労働者階級はすでに議会改革運動の行動的一翼を
形成するに至ったのである。これこそが一八二四’二五年に団結
禁止法を撤廃せしめた真の力であった。エンゲルスは次のように
のべている。
『この法律は、その後選挙法改正案によってプルジ国アジーと
プロレタリアートのあいだの対立が法律的に承認されへプルジ
・ヨアジーが支配階級におしあげられたときだったら、もはや決
し
て
下
院
を
通
過
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
あ
っ
〔９〕
た。』と。当時においては、
『プルジ園アジーは、自分自身の政治的目的を達成するために〔、〕
全プロレタリアートを運動にひきいれなければならなかった』
のである。
こうした当時の社会関係を背景として有能な改良主義者フランシ
ス・プレースの活躍がなされたのである。このことを考慮せず、
プ
レ
ー
ス
と
ヒ
ニ
ー
ム
の
巧
妙
な
策
略
の
物
語
を
讃
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る。たとえば山中篇太郎氏は、ポストゲート（【二・勺。の碕呉の）
ワラス（の・二四一旨の）等の著書を引用しつ上
「フランシスプレースをして剛時代的壮挙、労働者の豪る万悪
．
、
、
、
ｂ
の根源たる団結禁止法の独力撤廃に進蚕しめた。』（ｕ〕
とまで評価している。又ウニッブも余りにも資料、特にプレース
の手稿に頼りすぎている感がある。
さて凡この団結禁止法の撤廃は、労働組合運動に関して完全な
（皿〕
自由を与えたのではなかったが『水門を開くには全く充分』なも
のであった。全国的組合結成の機運は急速に高まり、熟練職工の
問にも、工場労働者の間にもストライキの波が高まった……。
労働譜階級は以上のような労働組合の結成とストライキの困難
な斗いの中で、次第に階級的団結を強化し、資本家階級と対立す
るに至るのである。エンゲルスは次のようにのべている。
『これらの労働組合と、労働組合から起るストライキが真に重
要であるのは、この二つのものが競争を廃止しようとする労働
者
の
最
初
の
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
も
の
はプルジ雪アジーの優越がもっぱら労働者相互間の競争即ち団
結の欠如に基いているという認識を含んでいる。そして労働組
合は、たとい一面的であっても、狭い限られた方法ではあって
も、現存の社会秩序の生命の中枢である競争に直接たち向うも
のであるからこそ、この社会秩序にとって非常に危険なのであ
〔超〕
る。」と。
労働組合の結成は、それ自身は、直接的には何ら政治的目的をも
ったものではない。それは労働者問の競争によって売買される労
働力の価格１１すなわち賃金を維持するための同盟を意味する。
しかしながら、それは現代のブルジョア社会を支配している根本
法則１１競争１１を制限し、やがては競争一般をも廃止しようと
（５６） 
辮繊鱗 一再=Ｆアテテー戸~〒￣了~〒戸〒戸if｝ f゛． 聯繊■Ⅱ I ﾌﾟ澱ヴ
労働者党の結成 する指向をもつものであるが故に支配階級の無慈悲な弾圧と憎悪
をうけたのである。穀物法撤廃運動の指導者リチャードコプデン
（宛．○・三目）でさえへ次のようにのべた。
「労働組合は残忍な圧制と独占の主義の上に築かれている。私
は労働組合委員会の下に生きるよりも寧ろアルジェリヤ太守の
〔皿〕
治下に生きたいと思う。』と。
労働組合は、こうした支配階級の憎悪と弾圧をのりこえて発展し
た。ストライキは労働組合の団結を強め、その戦闘力を高めるの
に役立った。労働者はストライキに際しては、組合のもとに堅く
団結し、ストライキ破りに対しては全く容赦ない制裁を加え、そ
．
〔
巧
）
の隊列を固めた。ストライキは「プロレタリアートとブルジョア
ジーのあいだの決定的な戦闘が近づいていることの最も確実な証
拠である。それは労働者の兵学校であり、その学校で労働者はＩ
〔、〕
はやさけることのない大戦闘の準備をするのである』
以上のべたように労働組合は、イギリスの労働者階級が作り出
した初歩的な階級組織であった。労働者階級はこの戦闘の学校に
よって、幾多のストライキの闘いを通じて、真に蜜本家階級の支
配を打倒、し自らを解放するためには、労働組合とストライキの
みでは充分ではないことを悟るのである。
（１）、．ｍ己国・言の弓》８・●岸・》己・層．
（２）冨区・》己・惇・・
労働者の結社を禁止する法律は既に共謀罪観念によるものと
ひ
じ
Ｕ
ひ
い
、
い
、
Ｕ
⑪
特殊労働者団結禁止をなす別ものと十一一一世紀の頃より存在し：．
（山中、前掲書一一一八頁）
、
、
、
しかしウェップはこ’巽で近代的労働組合の起源についてのべ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（３）一七九九年法（＄・の①○・畠・ロ・霞）一八○○年法（雷・
囚口旦心Ｃの①○・国閂。ｏ・博つＳ
一七九九年法は一七九二年製紙労働組合禁止法を粉本として
ローズ等によって起草された。一八○○年法は一七九九年法
が余りにも徹底的であり労働者の会話する危険ならしめたの
で数多くの反対請願の結果、若干の修正を加えた卸ものである。
（山中、前掲書三九頁）
の．□・国・○。」の田口ロ倭・国】の。Ｐ○℃．ｏ芹・・ごロ・皀ｌ福
】・田・口ロー国・因四日目ｏｐｇ○℃．。陣・》己・旨『のロ？
（刎孟）閂す】二・』己。］一四・
（底Ｊ）閂画一』・・己。』一四・・
（６）【・］》厨周齢己四の宍四口百］》の．『。．
（７）【・】》曰閏〆》□四ｍ【囚ご】菌］》の．『。．
（８）玉島茂「産業革命社会史」五八、五九頁には当時の宣誓
入会式の模様を詳しく記している。
（９）］》【四尉禺》因ロ、の］の。□国風（＆Ｐ己・函吟、。
（、）【・言四関屋三田・向信の］の》９．，岸・》の・函］・
（ｕ）｜山中、前掲書、六七頁。
上田頁次郎「産業革命史」一三一一一頁にはワーフス教授のフラン
シスプレース伝を紹介しているが、こ人で４）『プレースの手
によって殆ど独力を以てな‘されたということは……』として
いう○○
（皿）．缶・出目庁》○℃．○岸・》ご・旨．
（５７） 
Ｌ 
「労働者党０結成
、労働者の団結の試みは労働組合や友愛会のみではなかった。
労働組合が十八世紀の終り頃からその根を下しはじめていた時、
それと同時に労働者の民主主義的政治団体も亦発足した。
それはブルジ国アジーの急進主義者の影響のもとに次第に発達し
フランス大革命後の一七九二年には、最初の労働者の政治団体ロ
ンドン急進改箪協会（Ｐ・己・ロの○局の召。＆ご函の○日のご）が設立さ
れた。この製靴エトーマス・ハーディー（目豈・目口の西自身）によ
って組織された、Ｌ・０．ｓの誕生は急進主義の運動に大きな転
機をもたらした。とい５のは、これまでの運動は六十年代のジョ
ン・ウィルクス（］・言二芦のの）の運動、ジ富ン・カートラィト
（］・言○胃言Ｈ一ｍ茸）の『立憲協会』（目豈のｍ・曰のご烏自Ｃ目の葺巨’
言目一一具自目昌・ロ）等、中産階級を中心として行われたもので
あったからである。
（１） 
彼等はトーマス・ペィンの『コモン・センス』プーフィスの『市
（週）言国風》向信の］の。ロロ『冒冒・ロ・国留・
（Ⅲ）Ｐ・月○ヨロワの①》Ｐの◎言『のｍｏｐ岳の百○口の可旨一両のご○］巨臣○コ
○口【ずの①】、弓芹の①ロ（ず。①ロ（巨円昌再回国ロ、百口ｇの（。》程の、い》己・画②惇．
（妬）富国員》向ロ、の］の。ｐ国【旨旨己・鴎』》のＰ・
労働者が特にコト破り』対してはげしく斗つた事実を記し
ている。
（功）＆己》ロ・国＄．
３
議
会
改
革
運
動
‘ 
（２） 
〔０
民的南口由についての考察』ジェレミー・ペンタムの『政府論断章』
（４） 
アダム・ス、ミスの『国富論」等の相次ぐ急進主義の理論的武器の
発刊と、何よりＪもアメリカの独立宣言、フランス大革命によって
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。
す
で
に
六
十
年
代
に
は
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ル
ク
ス
の
運
動
（５） 
によって急進主義の洗礼全どうけた労働者階級は八十年代には中産
階級の急進主義者からその参加をよびかけられていた。ウェスト
（］・二のの芹）は一七八二年の『立憲協会』のアッピールは『賃金取
得
階
級
に
、
改
革
運
動
へ
の
参
加
を
よ
び
か
け
た
最
初
の
も
の
で
あ
あ
っ
〔６〕
た』とのべている。やがて対岸のフーフンスにおける大革命はイーギ
リスの急進主義に飛騒をもたらし、こ上にＬ・ＯｐＳの成立をみ
，
、
、
、
ｂ
、
、
、
るに至ったのである。Ⅱ。Ｏ・ロ〕は少数の熟練職工のグループで
ありＤ主として下層の労働者を対象として、議会改革と普通選挙の
獲得を目的とした啓蒙宣伝にのり出した。それは毎週一．ヘニイの
会費で運営され、一一十人をＪもって一支部としたものであった。や
がてロンドンを中心として全園客地にその支部が結成された。Ｌ
・０．ｓは中産階級を中心とした『立憲普及協会」とも常に友好
的な接触を保ち、又フランスの革命的クラブや国民公会とｊも書簡
を交換していた。そして一七九二年には八十の協会を代表する大
会（Ｃ目『のロ言目）がエディンバラ（因＆弓員召）で開かれるほど
になった。この急進主義運動の前進は支配階級を恐怖せしめた。
フランスにおける共和制の樹立、ルイ十六世の処刑の報は支配階
級の恐怖を二重にした。政府は遂に対仏戦争を開始し、国内には
0 
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労働者党の結成
容赦ない弾圧の体制がしかれた。急進主義運動は相次ぐ政府の挑
発、弾圧、逮捕にも屈せず果敢に続けられたが、一七九五年には
歴史的な事件が起った。すなわち南イングランドの農業労働者に
はスピーナムランド法（のロの①口冨目一目□しＲ）がしかれ、食糧価
格は昂騰し、労働者の不安は高まった。十月廿九日、ジョージ三
世（の８量の罠）が開式院のため上院に赴いた時のことであった。
彼は群集の喚声に取巻かれたコン！平和！』の叫びは街上に
あふれた。そのうちの一人が叫んだ『王なんかいらない」三○・
（７） 
墨ロ、）と。この事件は異常な衝撃を与え、政府と急進主義者の陣
営は全く嶮しい対立関係におかれること人なった。当時急進主義
者の陣営は相次ぐ弾圧の結果〃人民の友〃はすでに蒸発し、“立
憲協会〃も看板のみを残して氷解し、その中心勢力はＬ・０．ｓ
（８） 
（９） 
となっていた。』ピットは反動二法（円ョ・少・【の）を発布し、追及
の度を加えた。そして、一七九九年と一八○○年の団結禁止法は
ひとり勇敢に斗っていた労働者階級の団体Ｌ・０．ｓにとって、
致命的打撃となってしまった。
一方、一七九四年以来、急進主義者の最も強力な一翼として、
アイルランドの独立運動者が参加していたが、この運動も一八○
三年のダブリンの蜂起を最後として、復活の機を得たねばならな
かった。
この戦争と圧制の期間に、労働者階級は、労働組合の団結を固
め、幾度か果敢なストライキを行い、更には激烈なラッダィトの
運動に訴えたことは、すでに述べた通りである。
一八一五年の平和回復を機として、再びストライキと急進主義
の運動は復活強化された。一八一八年のランカシャーの大ストラ
イキの後、織物工と紡績工は急進主義の運動に参加し、急進主義
の運動はますます工場地帯をとらえるに至った。政府は弾圧法令
を強化し、遂に一八一九年マンチェスターの大集会を襲撃し、所
（、）
（、〕
調『ピータール１の虐殺』をひき起し『ビールの反動六法」をう
（⑫） 
み、一八二○年には『カトー街陰謀事件」をひき起した。
こうした過酷な弾圧の体制も、一八二○年、経済界の好転とと
もに変化し『一八一三年以降反ジャコバン的風潮は漸く退潮しは
〔過〕
じめた。』こうした情勢の中で一八二四’一八二五年の団体禁止
法撤廃が行われたのである。
さて、団結禁止法廃止によって、続々と組合結成とストラＪキ
の運動にたち上った労働者階級の前に、先づ一八二五年の激しい
恐慌が襲来した。ウニッブは次のようにのべている。
『すべての欣喜雀躍の活動がその徴候であった明るい希望は間
もなく無茶苦茶に打砕かれてしまった。一八二五年は金融恐慌
と大規模な商業的災厄で終りをつげ、その後四年間は苦痛と襖
悩の才月であった。全職業の幾十万という労働者は失業し、賃
金は残らず下落した。多くの製造業地方では、職工はわずかに
義損金によって飢餓を免れていた。こういう事情のもとではス
トライキは必ず失敗した。一八二五年にブラッドフォードの柿
（５９） 
● 
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毛工と織物工とが行った有名な抵抗は全敗と組合の崩壊とに終
〔理〕
ってしまった。』と。
翌年、ランカシャー（旧目目の宮『の）では、紡績工と炭坑夫との賃
金値下に反対するストライキが繰り返された。二九年にはロンド
ン及びその他の都市の絹織物工は賃金値下に対して苦闘を行っ
た。或場合には暴動となった。
丁度その時、一八三○年七月二十六日、フランスに勃発した七
月革命は、チャールズ十世の王位を奪い、激情は全ヨーロッパに
波及し、イギリスに最も大きな昂露をもたらした。都市では熱狂
的な議会改革運動の昂揚をうみ、農村においては『最後の労働者
〔
巧
〕
・
暴動』の焔が燃え上った。十一月六日のタイムズ紙は
（咽）
『この伝染から全く自由な州は全国に殆どない』と記している。
遂にトーリー党ウェリントン（□巨丙①。【二の罠］冒喫・ロ）内閣が倒
壊し、ウィッグ党グレイ（向塁のＨ①『）内閣が跡をついだ。グレ
イ内閣は一方において議会改革が彼らの主要な政策となるであろ
うと声明すると共に内相メルポーン（ごａ言の］す。ｐ日の）は全力
をあげて農村蜂起の弾圧を開始した。
一方議会改革の大衆運動はどう進展していたであろうか。
ダニエルオコンネルｅ囚昌の』◎ｓｏ目の］）のカソリック教徒解
放運動は間接的ではあるが議会改革運動に重要な影響を与えてい
河た。労働者階級は一つには被圧迫者に対する同情から叉一つには
コベット（三・Ｃ・与畳）等がカソリック教徒の解放は経済的不正
と専制政治の一つの根源である国教会に対する闘争である考えて
いたので大きな支持を与えていた。事実へこの当時の英国の社
〔Ⅳ〕
会的政治的分裂は、宗教的要素を含んでいたのである。通常各地
のトーリー党員は熱心な国教会員であり、急進主義者や労働者は
非国教徒が多かった。このカソリック解放運動者は一八二五年に
はアイルランドに『カソリック協会』（Ｃ四畳・言鈩のの。＆墨・ロ）を
創立し、一八二九年にはカソリック解放令を獲得した。
又、市民と宗教の自由協会（専一の己の○ｍロ三国己”の】垣・ロの
巨富『ご）はアイルランドの独立運動とイギリスの議会改革運動
を結びつける役割を果していた。そして、この運動の中から一八
二九年ロンドン急進改箪協会（目言い。＆・口寄ｓ８』閃のざＨ目
缶のｍ・白昌・ロ）が生れ、ロンドンの急進主義者の大部分がこれを
支持した。
一八二九年、コベットは北方旅行（ｚ・円昏の日円◎員）に出発し
た。この旅行は、北部の大工場地帯に改革運動の息吹をふきこん
だものであった。
一八三○年一月には、トーマス・アットウッド（目ロ・目囚のＰ鳶，
急。＆）の指導のもとに、バーミンガム政治同盟（目冨四円目旨‐
ぬ冨曰勺○一三Ｏ巴ご昌目）が創立された。アット・ウッドは銀行家
であり、熱心な貨幣改革論者であった。彼は、その主張を通すた
めには、労働者を味方にひきいれる必要があると考えていた。一
八三○年の一月二十五日の集会には約二万人が集り、労働者も多
（６０） 
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数参加した。殆どすべての英国の新聞はこの集会に関する長い報
道を掲載した。
ロンドンでは、いくつかの協会が発足し、新聞が発刊された。
各地方ではバーミンガム政治同盟の形式によって、多くの政治同
盟が作られた。
これらの運動は、多くは急進的ブルジ電アジーの指導のもと
にあり、それに労働者階級の中の熟練職工が熱心に加わってい
た。しかし一八一六’二十年代の運動に比較して、遥かに強固な
組織をもっており労働者大衆のより広汎な支持を獲得していたｐ
，
、
、
、
、
、
この中で、労働者階級の一部は、すでに明白な階級的自覚に達し
ていたことに注目せねばならぬ。すなわち、バーミンガム政治同
盟の委員達が、家主・住家人達に選挙権を与えようとするブラヅ
ドフォード侯爵（岳の言日Ｐ巳、＆団日屋・己）の提案に賛意を表
した時に、バーミンガムの職工はこれに反対したのであるが、そ
の一人ピブ（国与）という職工は次のようにのべた。
『もし選挙権が戸主に限られるとしたならば、貧しい人達は殆
ど毎年の議会や普通選挙権に対する人民の権利の行使から完全
に除外せられてしまうであろう。人々はいう。吾々は直接税を
納めぬから投票する権利がないと。だが租税を支払う人々はど
ういう階級であるか。それは労働者だ。租税の源泉は労働の生
産物なのだ。資本の利子も、商業の利潤も労働から出てくるの
だ、租税を納める小商店主すらが、その預金を商品の消費者に
〃
転嫁しているのだ。要する所、租税を納める者は労働者なのだ。
このようにして租税は労働者の生命からもぎとられてゆくもの
だ。だから私は貧民階級は何を、中産階級から期待しうるかと
（血〕
尋ねたいのだ。」と。
この演説は聴衆の大喝釆をうけたのである。これによっても、す
でに労働者階級が独自の強い要求をもって立ち現れてきたことが
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
さて、政権に復帰したウィッグの改革案はいかなるものであっ
たか。その前にいさ上かウィッグとトーリーとの政治的性格につ
いてのべなければならない。マルクスはイギリスの支配階級を特
徴づけて次のようにのべている。
三七八九年のフランスの封建的土地所有者とちがって、ブル
ジョアジーと同盟し、従ってへンリー八世のもとですでに進出
していたとの大土地所有者の階級は、ブルジョア的生活条件に
反対しないどころか、むしろ完全に一致を示していた。実際、
彼等の土地財産は封建的ではなくブルジョア的所有であったＣ
一方では、土地所有者はその工場を動かす人之を工業ブルジョ
アジーの自由な使用に任せ、他方、工業と職業の状態に合わせ
て、農業を発展させる地位をしめていた。こ上から彼らのブル
ジョアジーとの共通の利害が生れ、こ上からブルジョアジーと
〔⑲）
の同盟が生れたのである」と。
まことに、イギリスの支配階級位
(６１）一
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『あらゆる支配階級のうちで貴族もブルジュアヅーも」とも
に賢明であり、その階級的利益の見地から、きわめて融通の利
〔印〕
く
も
の
で
あ
っ
た
』
こうしたイギリス支配階級が作りだしたのがウィッグとトーリー
との二大政党であった。
『ウィッグ党はトーリー党とおなじように、イギリスの大土地
所有の一部分をなしている。イギリスの最も古い、もっとも富
んだ、また最墹高慢な士・地所有者が、ウィッグ党の真の核心で
あ
る
。
そ
れ
で
は
彼
ら
を
ト
ー
リ
ー
党
か
ら
区
別
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
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、
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（
皿
）
の貴族的代表者である。』
従って、ウィッグの役割は、トーリーと相対立する政党の姿をと
りながら、政権の座をしめ、社会的政治的発展の中で、もはや延
期しえないと認められる譲歩を中産階級に行うことであった。
このウィッグの提出した改革案は、腐敗した部分選挙区の全制
度を一掃し、一層人口に比例して議席を再分し、選挙権を実際上
中産階級の全体に拡張した。しかし一方、肉体労働者を完全に選
挙からしめだし、さらに例外的に広汎な選挙権を有した少数の都
市選挙区で、彼等がもっていた選挙権を奪いさり、その上秘密投
票
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
。
．
この提案に対して、議会改革を要求しつづけて来た労働者の団
体は態度を決せねばならなかった。労働者の大部分はコベットに
従ってこの法案を支持した。しかし一部はこの『労働者階級に対
する裏切」に強く反対した。
」八三一年三月提出されたこの第一次案は四月下院で否決され
続いて総選挙が行われ、新議会では改革派が多数をしめた。九月
第二次案が下院を通過したが、十月、上院で僅かの差で否決され
た。この上院の態度は全国を憤激のルツボの中にぶちこんでしま
った。これは農村の蜂起と結合した。ブリストル（国鳥８］）市庁
の破壊、ノッティンガム（ｚ○三長盲目）城の焼払いが行われ、ロ
ンドンでは議会改革反対派が襲撃され、家々の窓が破壊された。
このような急迫した情勢の中で一八三一年末、フランシス・プ
レースを中心として全国政治同盟（ｚ凹蔑・目］田・一葺○巳己員・口）が
創立された。このＮ・Ｐ。Ｕの目的について、プレイス自身次の
ように語っている。
『吾々は、これらの労働者会員を後日、犠牲にするために利用
せんとするにすぎない。ところで、同盟の真の目的を知らせれ
ば、労働者仲間と中産階級との間の深渕は深くなり、現存の対
立は鋭くなって彼らを相互に鯏辮させるあらゆる可能性は一
年を出でずして消失するであろう』と。
又ドハーティー（］・ロ呂臼ご）が当時プレースに向って、
『此の改正案は労働者のために何の用もなさないものであるか
ら、労働者としてはむしろ、この運動と縁を切って、自分らの
（羽〕
力を以て、錘日通選挙権を強要する方がよい。』
(､６２） 
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どのべたとき、プレースは〉
『今労働者が暴力を以て騒いでみた所がつまり軍隊に鎮圧され
るより他はない。今の労働者は中産階級の力を借りずして国民
（型〕
運動を実行するほどの力をｑもっていない』
と巧みにいましめたのである。かくして用心深い改良主義者プレ
ースによって、同盟の真の目的はあいまいにされ、政治同盟の中
央委員会の半分の席が労働者階級の代表に与えられた。プレース
は、革命的情勢を回避するためには、支配階級にウィックの改革
案を認めさせるとともに、徹底的民主主義の実現を叫ぶ労働者階
級を押えようと考えていたのである。プレースのこの計画は成功、
した。労働者の大勢は『改革案だ唯改革案だけを（団筥》ｚ・二宮、
宮斤夢の国三〉』の叫びに従っていった。
一方、真に民主主義的な議会改革を強く要求する労働者階級の
他の一団があった。全国労働者階級同盟（目彦のＺ畳○日］□己○口
＆この三・鳥目、Ｃ］回の、①の目』○夢の『の）である。ウヱッブはこの
起源について次のように書いている。
『一八三一年、数名の大工は、オックスフォード街アルジール
通り（シ『巴］のの耳の①（》○済さａの耳の日）の集会所に集って、
首都労働組合（この耳・ロ・］旨ロ日田」①の己昌目）を組織したが、
これは一切の職業を含み、且つ、労働組合の機能の他に、生産
協同組合と、参政権に対する政治的煽動を行おうという漠然た
る計画を行った。しかし、ウィリアム・ラヴニット（三一］盲目
←・『のどの影響のもとに、その最後の目的は間もなく他の一切
おしのけてしまった。純粋な労働組合の目的はすてさられ、オ
ーエン派の憧撮は背後に沈み、全国労働者階級同盟（ＮｕＷＣ）
の名称のもとにこの微小なる大工組合は成年男子普通選挙権
〔躯）
獲得の全国団体に拡大された。』と。
又ベアーもこの同盟について
『根本思想はオーエン主義であった。だが演説の調子は戦闘的
〔配〕
精神と革命的辞句とにみたされていた。』とのべている。
これらのことからして、このⅣ。Ｕ・Ｗ。ｏがオーエン主義思想
を
も
っ
た
急
進
主
義
的
労
働
者
の
団
体
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
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一
方
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協
会
』
の
一
つ
の発展であるようにのべているが、その構成において、思想にお
いて相共通するものがあったのであるから、議会改革運動の重要
な時期に、これらの急進主義的労働者がⅣ。Ｕ・Ｗ．Ｏのもとに
集ったのは当然であろう。
このＮ・Ｕ。Ｗ・ｏには、後述のチャーチスト運動の指導者、
ヘザリントン（国・国の四岳の国呂３口）ラヴニット（二・Ｐ・『の再）オ
〔”）
ヴライニン（国．。》国国のロ）”神聖な月診の主唱者ベンポウ（三・
国のロ宮葛）等が参加していた。この目的は労働者を主人の専制か
・ら保護すると共に、議会の毎年改選、選挙権をすべての成人男子
に拡張すること、無記名投票、議員財産制限の撤廃を、国王及び
両院に対して強く要求することであった。
（６３） 
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そしてⅢ．Ｕ・Ｗ。Ｏは多数の都市に政治同盟（Ｎ・Ｐ．Ｕ）
と別個に組織をもちＮ・Ｐ．Ｕの進歩的分子と連絡をとっていた
のである。
さてＦ以上のことから明らかなように、すでに労働者階級の一
（幻〕
部は『中産階級への幻想』からはっきり解放されていた。彼等は
空想的ではあったが、すでに未来の社会についての漠然たる計画
を抱きはじめていた。（このことについては吹節で明らかにする）
そしてその社会改革のために、普通選挙権を獲得するという考え
を抱いていた。新興のプルジ富アジーにとっては『改正案』がす
べてであった。プロレタリアートにとっては、普通選挙を通じて
の社会改革が必要であったのである。プレースの記すところにょ
も
れば、ドハーティーは選挙法改正の危機に際して、この機会を社
、
、
、
会革命に利用するように訴えていたのである。（羽）
しかしながら、こうした自覚的労働者のよびかけにも拘らず、
改革運動の主流は中産階級の主導のもとに『改正案、唯改正案だ
けを！』の方向に展開していった。かくして一八三一年十月第一一一
次案が下院に提出され、一八一一一二年三月上院に達した。上院はこ
れを否決したのでグレイ内閣は総辞職しヘウェリントンが事態の
収拾に当った。ウェリントンの収拾も失敗し、再びグレイが組閣
した。一年間に一旦る未増有の昂爾の後、上院が譲歩し、一八三二
年六月、それは法律となった。
この改正法に基づく総選挙は騒然たるうちに行われた。
『経済学と功刊主義の全有力者に加勢されたロンドン新選挙
区、イングランド北部中部の開明的ユニタリアン派、クニーカ
ー派、ヱスリ派の紡績業者、炭坑業者、銀行家、製造工業家の
前にトーリー党の候補者達は九柱戯（二口８旨の）のようになぎ
〔釦〕
倒された』
ウィッグの圧倒的勝利と中産階級の政治的進出が保証された。．
一方改革運動の行動的主力となった労働者階級がえたものは何で
あ
っ
た
か
？
労
働
者
階
級
は
政
権
か
ら
は
全
く
置
き
ざ
り
に
さ
れ
た
。
そ
れのみではない。・政権に進出したブルジ亘アジーは、それ以上の
改革は無用であると宣言し、かえって労働者階級に襲いか上った
のである。ドーチニスター労働者の流刑、一八三四年の新救貧法
は労働者に対する傲然たる支配階級の挑戦であった。労働者階級
はこの闘いを通じて、はっきりと『中産階級との同盟の幻想』（同
．
（
皿
〕
盟ではなくて、労働者階級は、四目ｏｐｍＣ屋の門（大砲のえじき）に
されたにすぎなかったのだ）をうちすて、自分を解放するものは
自分の力だけであることを悟ったのである。それと同時に『政治』
即ち議会主義に対する失望から、労働組合運動に転じ、独力で社
会改革をめざすグランドナショナルの結成に向うのである。》
（１）閂丘○日四の弔昌ロの》○○日目○口の①ロのの》』ヨ⑦
（２）宛旨弓四、已囿且◎の》◎房の己囚蔑○口○口岳のｚ四目円の。〔・ロユ｝
い｝ずのＨ芹夢】『『①
（３）］閂の曰］因①口忌四目ご旬日、口目の貝○口の。『の目日の目》』『『の
（４）缶Ｑ四日の目】弓・レロ旨Ｃ臣ご旨８号のｚ呉員の囚ロユＣ口巨の①の
（６４）￣ 
蕊蕊霧蕊溌蕊蕊溌蕊 繊繍蕊鱗鱗鱗i蕊辮
…i:十:j%…::i埒:%1:::::::::fi:Y::銀::』輯ix<::ｲｨ:::::\!::擬鰕:!:::蝿}ﾔ:K::::野:黙十::餅":::!＃:;ず
労働者党の結成
。【｛ずのご『の囚岸琶Ｃｍｚ具】○口、ご】ヨベ①．
（５）ジョン・ウィレクスの運動（一八六三’一七七一）の際、
ロンドン、ミドレセックスの民衆ははじめて、議会改革の要
求を掲げて斗っだ。
の。□９国・の○一の四ロロレ・甸一｝⑩○口○℃．◎耳・》己・画『》、・・
（６）］．ご「①の庁》跨困肘（貝『＆岳の○豈日感の庁冨。『の白のロ（》得①ｍＰ
Ｉや。】『。
このアッピーレは『あらゆる宗派の大英国民、特に誠実な工
業によって生活している人々に』となっている。
（７）倭ロロ巨昌丙の巴の（日）】「①Ｐ，ご・四ｍ
ｃ二○（のロ』ロ函］．ご「①鼻》○℃．◎岸・》己・画①．
（（５）］。ご「①の玩閂す】９．．つ・い⑦。
「人民の友』は一七九二年四月十一日、アークスィン（向禺‐
の旨の）を中心として設立された議会改革を目的とする新しい
（団体（四月の言の叩・国『．⑰○ｍ）
（９）叛逆行亀の定義を拡大し、公開の集会に障害を設けたも
のの①の］。ご「の具》閂亘Ｐ・や己・国①．
（、）、①の閃。ｎ日］『』の》○どの回Ｐの津の、ご田。＆の匡曰○巨昏》
の①］の耳の已冒の．□・国・ＤＣ］の四口』シ・国］の○口○℃．。算・》ロロ・
】⑦函Ｊ１牌①一・
八万を下らない人令が、マンチェスターのピーターレー広場
（の（・句の芹のＨ㎡国①］房）で全く平和な秩序だった集会を行った
時、演説者ハント（国・国目Ｃ逮捕の名目で騎馬欝察隊が突
撃し、射撃命令を下し一一名の婦人と一名の子供を含む十一名
が即死し数百名が負傷した。（一八一九年八月九日）
（、）『ピーターレーの虐殺」には全国からはげしい抗議が起
った。これに対して政府が議会を通過させた徹底した弾圧法、
内容については⑦．◎。］の山口ロ少・国］の。Ｐ目豆ｇ・》己己・忌『ｌ
』＄・参照。
（⑫）目営の○四ｓの冑の①庁ｏＣｐの凰国Ｃ昌
スパイによって急進主義者アーサ１．シスルウッド（少・門亘‐● 
の庁｝の勇「○○ｓ等がそ上のかされ、計画した陰謀的暴力事件、当
然ながら密告によって事前に逮捕された。（一八一一○年二月）
の・日．ご「］］］旨昌の）しご跨巨岳の日】Ｃ四一の芹Ｃ弓。【岳の○呉○‐の胃の①（
ｏ目の已日＆》停留つ参照。
（Ⅲ）の．言・目尉のぐの］］ロＰ向口、］ぢずのｏＱＰ］国肘Ｓご萢皀傷９℃・吟麗・
（狸）の．四口□因。ご「のず戸○℃．。岸・》ご・］旨
（妬）］・田・囚ロロ国・西口日日○口ロ》目彦のご〕］］四ｍの田四ヶ。巨忌Ｒ》『○一・
国】●ず四▽〆》〆閂・
（肥）《（目冨罠日ののど。【⑦．ｚ・『・】田Ｐ五島、前掲書一五頁。
（Ⅳ）の．目円の『の］曰四目。ご・、岸・）ご・望、
彼は『十九世紀における政治は階級の問題であると同じ程度
、
、
、
、
に宗派の問題であった』とのぺている。同沖し程度にというの
は問題であるが階級的対立に宗派の対立がまつはりついてい
たことは事実であろう。！
（肥）言・国の①Ｈ》○ＰＣ岸・》ロロ・国①『１回①、．
（、）【．シ【閂齢鈩宛のユのョ。【の己国○斤㎡国ＣＣＦご「ロ『宮四の岳の・
両信房ゲ宛のご・一口感・口すの①口の巨○ｏの、の昏宅（【・富国貝凶己句・
向□ぬの］のＣＰＣ岸・》ご・四吟『）
（別）Ｃ弓自困国》○℃・凰斤》○月国①旨・
（Ⅲ）【言閏居》目意向一の＆目言両后］四三１月・国のの囚己
ご「三ｍの．（民・言閂〆四ご具司・因□ぬの］ｐ○℃．◎岸》ごロ・四国、Ｉ⑬、②
（〃）の。ご「＆］口の、円げの旧』｛の。、同日ご臼の祠］ｍｏの】ご己．、『①ｌｍｍＰ
へ
Ｒごロ○斤の已冒》目苣・肉○昼の（の旨。。ご・。】【・）、。』⑭。
（６５） 
労働者党の結成
（跡）司言目（の目』の茸ご語一のの。『急罠四日Ｐ・『①＃。］②計己己．
、ゴーｈ１『ｍ・
目宮・用。【ずの蔚一Ｐ】す己．》の。図画・
（皿）の。ご「囚］］囚の》・ロ・◎岸・》□・蹟①．上田、前掲書一一一一八頁’
一二一九頁。
（閉）の。■ロー因。ご『のヴワ。ご・口〔・》己・田、．
（閉）富・国の日》ｇ・日【・・ご・四二・
（〃）弓昼・》ごロ・皀吟１日⑪
句の目］旧９日の、。Ｈ弓の田の８］》・【画『・富ご屋筥参照。
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ
イ
キ
の
斗
争
方
法
で
あ
る
、
ペ
ン
ポ
ー
は
労
働
者
は
労働者自身の力で解放されねばならぬこと、そのために少全
国
的
休
日
〃
を
布
告
し
全
国
的
集
会
、
蝿
起
を
起
す
こ
と
を
よ
び
か
けたｏ
（肥）シ・出口茸》○℃．◎岸・》ロ・』、・
の．■ロロ国。ご『のワロ○℃．。岸．ご己・】桿『・
（別）の．■ロー因。ご『のすず》旨寓。』巨耳】Ｃｐ８岳①目。］ご皀旦＆の言日‐
ご【の．（日ロ①国○○戸※ご）玉島、前掲書八一一一頁
（Ⅲ）し・国巨耳》○℃．◎簿・》己．』、．
４
社
会
主
義
と
大
労
働
組
合
中世社会の解体と混乱、資本の『暴力的創出」の過程の中で
一五一六年、トーマス・モーア（目盲目四の富・円の）のユートピア
（□８℃旨）が現れた。彼はなまなましい筆致で、英国の現実社会
の
混
乱
と
不
正
を
暴
き
出
し
、
そ
の
救
済
を
『
理
想
の
国
」
に
求
め
た
。
つ
いで一六二四年には、応用科学を基礎として、生産を計画的に高
め、幸福と繁栄の王国を南海の一島新アトランチス島（ｚ・目諄‐
、］目房）に樹立するベーコン（字目。（の国眉・ロ）の計画が現れた。
っＲく、内乱と革命の時代には、レヴェラーズＰのぐの］］の励）は民
主的議会改革を要求し、ディッガーズ（亘隠の、の）は囲い込み運動
に、蜂起を以て反抗し、ノルマン征服以前の自然状態に復帰し、
原始キリスト教的な共産主義の建設を企図した。この二つはいは
蟹近代的プロレタリアートの先駆者達の運動であり、又それにふ
さわしい未熟な理論的発表であった。
イギリスにおける産業革命は、マーニファクチニアを近代的大
工業に転換させ、大資本家と無産プロレタリアとへの社会の分裂
を
お
し
進
め
、
近
代
社
会
の
矛
盾
と
不
正
と
は
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
いった。このような時期に、三人の空想的社会主義者、フランス
に
お
け
る
サ
ン
・
シ
モ
ン
（
の
＆
員
‐
盟
日
目
）
と
シ
ャ
ル
ル
・
フ
ー
リ
エ
（の冨円］のの司・員】Ｒ）イギリスにおけるロバート・オーエンがあら
われたｂ
ロバート・オーエン（宛○ずの鼻○コのロ）は一一十才にしてすでにマ
ンチェスターの大きな紡績工場の支配人となり、ついで一七九七
年には、ニュー・ラナー久の紡績工場を買い入れ、やがてすぐれ
た、労働者とその子弟の教育者及び工場の経営者としてヨーロ
ッパ中に評判になるほどの成功をおさめた。オーエンがすぐれた
活
動
を
開
始
し
た
こ
の
時
代
に
は
？
三つの新しい階級の根幹として、この無産大衆からようやく
分離したばかりのプロレタリアートは、自主的な政治行動をと
（６６） 
夢労働者党の結成
ることがまったくできず、圧迫された苦悩しつ人ある階級とし・
て
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
階
級
は
み
ず
か
ら
を
た
す
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ので、ぜいぜいそとから、うえから、援助がもたらされなけれ
ばならなかった。このような歴史的状態は、社会主義の創始者
たちをも左右した。資本主義的経済の未熟状態、未熟な階級状
態には、未熟な理論が対応した。未発達な経済的諸関係のうち
にまだかくされていた社会問題の解決は、頭のなかからつくり
だ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
…
…
問
題
は
社
会
秩
序
の
あ
た
ら
し
い完全な一体制を考えだし、宣伝によって、できれば模範的実
験
の
例
証
に
よ
っ
て
、
こ
の
体
制
を
外
部
か
ら
社
会
に
一
方
的
に
お
し
つ
けることであった。』（１）
ニュー・ラナークの実験に成功したオーエンにとうて、ナポレオ
ン戦争後の経済的不況、労働者階級の失業と貧困と抵抗の時代は
（２） 
大きな転機となった。彼は一八一七年『協同組〈ロ村』の計画を発
表した。更に一八二一年『ラナーク州への報告』にはすでに彼の
（３） 
社
会
主
義
的
見
解
が
明
白
に
表
明
さ
れ
た
。
オ
ー
エ
ン
自
身
が
の
べ
て
い
る
ように一八一七年は、彼の生涯にとっての転換点となったのであ
る。この時代に、オーエン的社会主義の芽がまかれたのである。
しかしながら当時においては、未だ労働者階級の支持を得ては
いなかった。労働者の問では『織機とジェニー機の所有主」に憎
悪を抱き。『ありしよき日』（ぬＣａ・亘斤言のの）の復帰をとくコベ
ット等のラジカルズの運動が人気があった。一八二○年から一八
三○年にかけて〉労働者の運動は大きく前進した。労働組合の結
成は進み、労働者の新聞事業も拡大し、議会改革運動も次第に労
働者の中に発展した。オーエンの社会主義的な協同組合運動もそ
の活動を始め、彼の教理は、新しい工業秩序の中で成長した若い
世代の知識ある労働者にうけいれられていった。そして一八三一一
年の議会改革運動の熱狂的時代には、オーエンの社会主義は一時
背後におしやられた感があったけれども、労働者階級が最大の献
身と期待をかけた議会改革運動が、彼等の希望をむざんにもうち
砕いてしまったのを知った時、労働者階級は相次で大組合運動と
オーエンの理想に適進した。その偉大な試みが『建築工ギルド」
と
『
グ
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
と
の
結
成
で
あ
っ
た
。
さて、私は先に、労働組合結成の過程において、労働者階級が
単一の組合内部の組織と秩序を強化していったばかりでなく、地
方的にあるいは全国的に同一職業の連合を形成しようとしたこと
を述べた。この傾向は団結禁止法の廃止によって強められ、一八
、
、
、
一一九’一八一一一四の新組合運動では殆ど一般的となったのである。
『労働組合（阜呂のの□己・ロ）という名称の明白な意味は一大組
，合（○口の国、己已目）即ち単一の普遍的組織（ロロゴ臼の巴○侭四‐
国富ご目）における全賃金労働者の完全な連帯性の理想を表す
ものであった。一八一一九’一八三四の新組合運動を構成したも
のは、一定の職業の全国的組合ばかりでなく、実にまた、一切の
筋肉労働者を包括的な一団体に包含しようとする労働組合指導
凡
（６７） 
巳
１
匹
!＝ 
労働者党の緒`戒
者の企てである。』（５）
この新組合運動は、イングランドの北部の大繊維工業地帯で始っ
た。一八二九年マンチェスター附近のハイド（四三の）における六
ケ月のストライキの惨敗の経験は、地方的組合では雇主の団結に
勝利することはできいということを訓えた。その結果、一八二九
年十一一月ジョン・ドハーティ（］・言□＆臼ご）の指導のもとに、
英国一般大組合（の日己の①ロの国］ご昌目・〔岳の己已（＆【旨、’
９日）が設立された。これは躰飛鯲繍、及びピーサー（断糸をつ
ぐ
砿
王
を
網
羅
し
、
女
子
や
少
女
は
別
の
団
体
を
組
織
し
男
子
と
同
じ
賃
金を獲得すぺきことを勧告し、更に労働時間を法的に制限し、二
一才以下の者全部に適用することを目的とし、地方的活動を促進
、
、
、
も
し、全国に一且って、全紡績エを組織しようとするものであった。
この『英国一般大組合」の活動と経過については、余り明らかで
（６） 
はない。しかしドハーディを中心とした綿糸紡績工の組合は、更
に野心的な計画にのりだした。
すなわち、ドハーティーは一八三○年三月「職種連合協同新聞」
（己ロ岸の』月日』①のＣ・’９日三ぐの］○口目四】）を発刊し、七月には全
国労働者保護協会（ｚｇ】・目』しｍの。◎旨蔑・ロ、自昏の句『・芹の＆・口・〔
旨き日）を発足造ぜた。この協会の目的は、賃金の切下を阻止
し『食料と衣服の生産者たる者が衰頽し、他の者が繁栄する社会
の悪弊』を阻止することであった。ドハーティーは第一期の書記
に就任した。その精力的な活動の結果、北部のランカシャー、チ
０
１
』
《
へ
エシャー、ダービーｂナッチンガム、レイセスターで、約百五十の組
合を参加せしめた。それは主として繊維労働者を中心とし、機械
エ、鋳型工、鍛冶工、等の多くの職業の労働者をふくんでいた。・
た型、建築工を含んでいないが、これは後述の全国的建築工組合
がすでに存在していたことによるであろう。その他、北ウェール
ズ
の
鉱
夫
の
代
表
者
会
議
が
加
入
を
決
定
し
、
ダ
ー
ピ
シ
ャ
ー
の
坑
夫
も
参
加した。そして、印紙条例に反対して、無印紙で出されていた機関
紙『職種連合協同新聞』が官憲によって、禁止された結果、新に
合法的な週刊紙『人民の声」（ごＣ旨の。茸ぎの旧の。ご］の）が出された。
それは週七片であるにも拘らず、約三万部売れた。協会員は実に
十
万
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
協
会
は
ド
ハ
ー
テ
ィ
ー
の
心
に
え
が
い
（７） 
ていた『全国に一旦る全職業の一般的大組合』の形式を備えたもの
であった。この労働者の団結は、当局を蝿かし、内務大重
ロバー
（３） 
卜・ビール（の笥肉・ずの目甸の①］）の重大な関心をひき起した。しか
し、実際は、さして強固な連合ではなく、蕪金も少く、その活動
も防衛的なものに限られていたのである。
この二つの大組合が、オーエン主義の影響をうけていたことは
明らかである。週刊新聞の第一号『人民の声』には、その目的は
（９） 
『社会の生産階級を組合の共通の紐帯に結束することである』と
宣言されている。叉、その週刊紙の前身である『職種連合協同新
聞』の名前はオーエン主義の影響を明白に示している。
しかし、オーエン主義的一般大組合の企ての中で、最も重要なも
や
恥
』
。
。
咄
巳
．
。
－
Ｊ
。
。
’
・
』
｜
、
０
６
』
。
勺
「
。
●
。
『
’
０
（６８） 
T 
Iノ 獺 聯辮辮 ＃ 鰯 鱗 繍蝋蝋 聯■町
労曰働者覚の結成
のは建築エ組合（Ｂ冨○どの国威ぐの国昌匡のＺご貝。ご）であった。
このｏ・Ｂ．Ｕは既に存在していた建築工の組合の運合体として
一八三一年、或いは一八一一三年頃設立された。その七つの主な部
門は、指物工、石エ、煉瓦積工、左官、鉛管工、塗料工、及び建築
人
夫
か
ら
な
り
、
各
部
門
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
性
を
も
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
『支部は同一職業に非ざる他のいかなる支部によっても設立せら
る上を得ず、たとえば石工は石工支部のみを、また指物工は指物工
（、〕
支部のみを設立』することができた。そして、これらは『大会」
（の日呂Ｐ・月の）所謂『建築工議会」の最高の権威に統一されて
いたｐ組合員数は、最高六万に達したといわれる。０．Ｂ・Ｕは
一八一一三年中、急速に、ランカシャー、ミッドランドの諸都市に
のび、翌年の始めには、リバプールの一厘主に集中攻撃を加えた。
最初組合の主な目標は、ロンドンでは早くから行われていたが、
〔ｕ）
他地方では、やっと始りかけていた『謂負制度』をやめさせるこ
とであった。リバプールの塗料工組合の貼札には
『他人の辛苦して儲けた利益を独占する賎しむくさ、且つ不正
、、、、（辺〕
な、破滅的な請負制度』（傍点筆者）
を亡ぼすために『建築の工程に従事する職人の一般的組合』に加
入したことを告げているものがみられる。
一八三一一年と一一一三年には、この組合はかなりの勝利を収め、労
働者の自信を強めた。ウェッブは、０．Ｂ・Ｕに関して次のよう
にのべている。
１６６１‐－‐‐△Ⅲ■Ｌ肱■■’１，■、ⅡＩＩｌＩｌ－ｂＩＩ４ＩＩ‐ＩＩＩ１ｒ
『われわれの知る限りでは、二十世紀以前のこれらの職業の塵
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
史
中
、
建
築
職
工
の
全
階
級
を
網
羅
し
、
且
つ
こ
れ
を
全
国
に
及
ぼ
そ
う
（週〕
とした連ヘロ組〈ロの唯一の例である。』（傍点筆者）と。
そして、建築工組合のグランド・ルールは、先にものべた通り中
央集権と各支部の自治権とを結合させた極めて精密なものであっ
た。叉入会に際しては『宣誓」が採用されていたのである。
この建築工組合に対してオーエンの社会主義はどんな影響を与
えたであろうか。一八一一九年、ニュー・ハーモニー（ｚの三四胃‐
日○二）の実験から失意のうちに帰国したオーエンは、イギリスの
労働者階級のうちに、彼が主唱した『協同組合」が盛になってい
るのをみたのである。一八三○年にはロンドンに一一一○、全国に一一－
○○あまり、一八一一三年には全国で四○○’五○○に達してい
た。これらは第一に中央の宣伝団体、第二には消費販売組合、第
三には生産組合もあった。オーエンは、この生産協同組合の発展
と『労働交換所』（中間商人を魔除して、直接生産者相互が、労働
時間を尺度とする労働紙幣によって物莞交換しようとするもの）
の設立に熱中した。オーエンは発展しつ人ある労働組合を生産協
同組合に結びつけることを考えていたのである。このような時に
建築工組合が活動を開始した。オーエンは自ら組合を訪れ熱心に
社会主義を説いた。叉組合の指導者の一人ジェームス。モリソン
（］四日のの言○三の。Ｓはオーエン主義者であり、組合機関紙『開拓
者』（瞑目の貝）を発刊し、オーエン主義の宣伝を行った。遂に一
（６９） 
-－】
〆労働者党の結成
八一一一三年九月、五○○名の代議員が出席した『建築工議会』では
オーエン主義的綱領が採用されるに至った。一八一一一一一一年の『建築
工組合の宣言』には大略次のようにのべられている。
『国家あるいは、いかなる階級の人為にも敵意をもっていない
我々は、いかなる党派も「自分のことは自分でやれ」というロ
バート・ビール卿の忠告を直ちに受け入れるまでは、我々が現
在被っており、且つ一層大きくなるであろう害悪を軽減するこ
とはできないし、又できないであろうという結論に到達せざる
をえなかった。我々はこの忠告に基き全国建築エギルト（ｚ呼
言目］因＆］＆ご瓜の巳亘・【卑・岳のＨの）を作り、イングランド、
スコットランド、アイルランドの最も広範囲にわたる、いかな
る
種
類
の
建
築
を
も
行
う
よ
う
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
．
Ⅲ
個
人
的
競
争
の
組
織
の
も
と
で
、
親
方
が
建
て
う
る
よ
り
も
、
急
速、実質的、経済的に公衆のためのあらゆる形の住宅や技
術設計を行う。
②老年、幼児、病人、労働能力喪失者はギルドの一般基金
を利用する。
③
ギ
ル
ド
で
仕
事
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
働
き
た
い
と
き
に
は
い
つ
で
も働ける（失業はない）。婦人、子供は立派な環境のもと
で、知的な繁栄した楽しい幸福な住民となる。
側公衆に役立つ熟練と行為に従って、適正公平な報酬をう
ける。
⑧”真の創造者〃である、あらゆる他の階級の人々が末代
に至るまで、我々と団結し、同等の便宜をうるように規約
〔
ｕ
）
，
を
も
う
け
る
。
』
と
。
こ上には『労働組合を生産協同組合にかえることによって、資
（巧〕
本主義から社会主義へ平和的に移行することを保証する』オーエ
ンの素朴な教説がはっきりと表現されている。又、この中には、
労働者階級が自己の力で社会を改造しようとする革命的考えも、
ひらめいている。この建築工ギルドの壮大な計画は最初から大き
な困難に逢着した。親方建築家は闘争せずして自らの地位を失う
ことに甘んずるはずはなかった。彼等は一斉に団結し、ｏ・Ｂ。
Ｕとの関係を否認する宣誓書の提出、及びロックアウトを以て攻
撃した。マンチェスター、バーミンガムから各地方に至るまでス
トライキとロックアウトの激しい闘いが勃発した。
発足間もないギルドは財政的にも、組織的にも難関につきあた
〔超）
った。ｏ・Ｂ。Ｕの執行部の内部分裂がこの困難を倍加した。一
八三四年の初め、マンチェスターの労働者が宣誓書の提出をはじ
め、バーミンガムでも組合の力は弱まっていった。ロンドンでも
長い争議の後労働者が敗北した。一八三四年九月、先づ石工が組
合から分離し、他の分離が続きへ組合は各構成要素に分解してし
まった。 回自
己
の
体
力
と
能
力
を
こ
え
た
仕
事
を
課
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
（７０） 
瀞織徽織
労働者党の結成
建築工ギルドはその壮大な未来への計画にも拘らず、急速に崩
れ去ってしまった。これは建築工組合だけではなくて、全国にわ
たって組織された、グランド・ナショナルの運命と堅く結びつい
ていたのである。では、もう一つのオーエン主義的大組合、グラ
ンド・ナショナルとは何であるか。
一八三一一一年、建築工ギルドへの雄大な抱負に胸をふくらませて
いたオーエンは適更に『生産者階級の一般的組合』（の目の国］ロ日・ロ
。【弓の厚・目＆弓のロ四ｍｍのの）の創設にとりか上った。十月、ロン
ドンに召集された労働組合、組合店、協同組合の全国会議で『大
ブリテン及びアイルランド生産階級全国道徳組合』の設立を提議
した。この計画は採用され、設立準備のため、臨時委員会が任命
さ
れ
た
。
代
議
員
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
各
地
方
に
帰
り
へ
地
方
支
部
の
結
成
に
つ
と
め
た
。
そ
し
て
八
十
万
人
以
上
の
労
働
者
が
全
く
急
速
に
組
織
さ
れ
た。一八三四年二月、第二回会議が開かれ、規約を作成し、かく
して、全国労働組合大連合の名称が決定されたのである。（の日己
三目一○口四］Ｃ○口の。］苞呉の□日日曰のの》□員。ご）
『この後につづいた急速な発達は、この国の組合年代誌上、殆
ど比類のないものであった。数週間のうちに同組合は、数万の
農業労働者と婦人を含み、少くとも五十万人の全員が加入した
（血）
らしい』
と
ウ
ェ
ッ
プ
は
の
べ
て
い
る
。
こ
の
Ｇ
・
Ｎ
。
Ｏ
・
囮
。
Ｕ
は
世
界
で
最
初
の偉大な『一大組合」（○口の国、己貝・ロ）の模範であった。しか
＠ 
し、創立問①巴ＱないＧ・Ｎ・０．ｍ１．Ｕは、急速に全国に－且って発
展する、賃金の問題、組合員たるの権利の問題等でひきおこされ
たロックアウトとストライキの闘いに耐えうるだけの強固な組織
を作りあげることは到底できなかった。ライセスターでＱもグラス
ゴーでｊも、ロンドンで、別も悲壮な闘いが続けられた。特にダービー
では、組合員ではないという文書の提出を拒否した建築労働者が
男切も女・も子供列も含めて四ケ月にわたるロックアウトに対して英雄
的闘いを行った。オルダムの紡績工は八時間労働日を要求して嵐
のようなデモを行い、婦人労働者を先頭として、警官隊とはげし
い
闘
い
を
演
じ
た
。
１
Ｇ．Ｎ・０．ｍ１．Ｕは、資金の上で４）、戦術の上でｊも重大な困
難に逢着していたのである。更にウィッグ政府の弾圧が加えられ
た。ドーチェスターでは内相メルポーンの指示の。ｂとに、七人の
（、〕
農業労働者溌非〈ロ法宣誓を理由として、流刑に処せられた。メル
ポーンは、ハモンドのいうようにＧ・Ｎ・０．ｍ１．Ｕの『最ｊも弱
〔卯）
い点」（ご「の四戸のの芹已＆目）をつくことによって、その発展を阻止し
ようとしたのである。
（幻）
この『トルパドールの殉難者』（目・一つ■＆］の目日【胃の）に対す
る救援運動は、全国的規模でしか＆Ｕ長期にわたって続けられた。
一八三四年四月九日、フランスのリヨンにおける労働者の蜂起
は英国に大きな衝撃を与えた。新聞は相次でＧ・Ｎ・ＯｏＰ。Ｕ
との関連において、リヨンの労働者蜂起を報道した。その頃、ド
（７１） 
■ 
労働者党の結成
１チニスターの労働者の流刑が決定され、全英国はウィッグ政府
の不法に反対してわきたった。Ｇ・Ⅳ。Ｏ・皿。Ｕは三日総罷
（犯〕
業』（缶の日己邑畳・ロ四］因・］冨皇）を日程に上せていた。
四月十九日『パイオニア』紙上にはＧｐＮ．Ｏ・皿。Ｕの新政
策綱領が発表され、四月二十一日午前八時ロンドンで大請願集会
を開くことを予告した。
さて、その日、ロンドンの街上は、警官、特別警官隊、近衛兵
が完全武装で待機していた。まさに戒厳都市の感があった。労働
者は或いは組合のリボンをつけ、シルクハットに正装し、コペン
ハーゲン広場（Ｃｓの口冨、のロ国の房）に集り、ロンドン市中を堂
汽と行進した。三十一一一の組合旗のもとに、あらゆる職業を代表す
る労働者十万’二十万の大行進であった。建築工組合もストライ
キをもってこの大行進に参加した。請願書は、オーエンと代表に
よって内務省に運ばれたが、メルポーンは会見を拒否した。しか
し、組合員は代表の指示に従って、組合で今後の処置を討議する
ために秩序整然と解散したのである。
〔麹〕
この『大労働組合の行進』（目『員のの．ご己・ロ甸閂・◎のｍｍＳｐ）の成
（型〕
功的指導に＄か上わらず、『この偉大な日』を最後として、Ｇｏ
Ｎ。Ｏ・皿。Ｕは急速に崩壊に向っていった。指導部では、オー
エンの平和的方法とサンジカリズムが相争い、下部では組合の分
裂と脱退があいついだ。しかし、Ｇ・Ⅳ。Ｏ・皿。Ｕの崩壊の真
の原因は、オーエンの考えるような社会主義的計画は、支配階級
、
も
の全力をあげての抵抗を』うちやぶることなしには、すなわち権力
、
、
、
を獲得するということなしには実現できないという事実の中にあ
った。四月二二日の『トルー・サン』紙はいう。
『大衆の社会的幸福が今後依存すべく運命づけられている諸原
理のグローリアスな勝利を見た。……議会代表を４）たい大衆が
沈着、自制、威厳を以て彼等の最叺》根深い砿信を現わしたのを
見た。か入るデモの後、誰が労働者階級は選挙権行使に適しな
〔溺〕
い
な
ど
と
い
人
う
る
か
」
と
。
又
四
月
二
十
六
日
の
プ
ア
ー
マ
ン
ス
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
は
．
『
い
か
に
し
て
わ
れ
わ
れ
は
現
存
制
度
を
て
ん
ぶ
く
す
る
か
、
わ
れ
わ
れ
はいう。労働組合の組織を普通選挙促進に使うことによって”
〔配）
と、今や労働組ヘロはそこまで進んだのだ」と。
すでに、議会改革運動に参加し、一大組合を結成し、オーエンの
社会主義の壮大な未来の計画をうけいれた労働者階級は、普通選
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
挙権を漣得し、政権を獲得することによって、社会改革を実現す
る道を切り拓こうとするチキーチズムの方向をめざしていた。
と酌〉あれ、このＧ・Ｎ・０．ｍ１．Ｕは、第一に労働組合の理想
である『一大組合」の模範を示したこと、第二には、未成熟では
あったが、労働者階級が社会主義理論をうけいれ、実践的な社会
改造の計画をえがいたことの一一点において剛期的な意義を４）つ刃も
のであり、後の労働者階級の独自な政治的大衆運動たるチャ１チ
，
。
（７２） 
｡ 
繍繍蝋 厩 一帯一宗戸一〒円一一
労臼働者党の結成
ズムを準備するものであった。
ハモンドはいっている。
『その失敗は叛乱の終末の印ではなかった。オーエンの叛乱に
『は、チャーチストの叛乱が続いた』と。
（
１
）
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
レ
ス
選
集
十
四
巻
下
（大月版）四四一頁’四四二頁。
（２）ご】一一四ｍの＆己己ご口宮口Ｃｏｏどの日蔑○ロオーニンが一八一
七年救貧法委員会に提出した計画ｐ
言．固のの円》。ご・の岸・》己・旨Ｐ参照。
（へ。）■す】巳・やご・桴『■・
冨円・○言のロ㎡㈲８℃○のａシ【日ロ、の白の貝の》屋』Ｐｂ・心
弔。□のご『○弩①国ご国②□己四望巨のｏ○皇国田の西因夢『○三・門ご
Ｏ目勺・】画Ｊ１】単因ｏ日田・】『函・の□。
（４）の．●。］の》口ご旦少・句一一のＣＰＣ己。◎拝・》己・画困。。
。ペットは『レジスター』（肉の、重のＨ）紙を通じて労働者によ
びかけ、又『十四ケ条の提案」（ＤＣ言の＃㎡句○８１の①口弔８‐
□８三○口の）をかよげ議会改革運動の先頭にたった。
（５）の・四口已国・『『のず亘。ご臼〔・》□〕】一・
（くり）閂ワーニ・や己己・】骨①１１】四つ・
『一般大組合』の次の代表者会議は一八一一二年にリバプール
で
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
果
し
て
開
か
れ
た
か
ど
う
か
、
又
存
在
の記録もみあたらない。
（匂Ｊ）閂ゴー』・）ロ・】画ＣＯ
ド
ハ
ー
テ
ィ
ー
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
綿
糸
紡
績
エ
組
合
の
書
記
と
し
てリバプールの帆布エから十ポンドを送られた時、その礼状
い
、
や
⑯
、
、
、
℃
い
い
Ｔ
己
、
の中で『我々連合の努力が結局全国にわたる全職業の一般的
、
、
、
大組合に導かんことを希望する』とのべた。（一八一一九年五月）
（８）シ・因昌〔》○℃・日（・》己・得、
内務大臣ビールは、この協会をぶちこわす仕事を、最も大事
な引継事項として後任者に残した。
（９）の・四口９国。こ「のごロ○つ。＆【．ご石・得四四・
（Ⅲ）弓昼・》□・旨①．，
の・○○］の四目□缶・田】｝のＣＰＣ己・◎岸。ごロロ・国①①１，つ『
（、）ご筐．ごロロ・画霊、〃１－画つべ
の・四口９国・一二「のワワ○℃・白芹。ごロロ・惇図、、Ｉ惇画①
請負（Ｃ・具日＆長）又は総契約（の①ロの日』Ｃ・員国＆長）
即ち、石エが大工の親方の上に立って、建築一切の契約を行
うことで、職エや小親方の不満をよんだ。
（皿）嵜昼・》ロロ。届、ｌ届①。
（Ⅲ）忌邑・》ロ・局、。
（ｕ）閃・ニニ「・甸○の｛ぬｇの》因昌巨の円の》因》鼻。Ｈ『》己・念四・
二《］》【囚己［①の８。【岳の○℃の国威『の因昌］曰①円祓己已○口》》Ｐ⑭四四・
（咀）・缶・国三〔》○℃・の岸・》己・岳・
（Ⅲ）組合内部で、組合が社会主義を採用したことに対する少
数反対派があって次第に勢力をましていった。
の。Ｏ○』の》山口已少・司一〕の。ｐ》○℃．、岸・や□・国①『・
（Ⅳ）の．四口９国・勇「のず豆○℃・●岸・》ご・】四一・
「オーエン派の新聞は一八一一一一一一年の末《（の目の国一己己・ロ＆
岳の勺【。』月【弓のロ、のの①のこの記事に充ちていた。」
（旧）夛昼．ご己・畠、。
（
咀
）
メ
レ
ポ
ー
ン
は
幾
度
か
新
し
い
法
律
を
作
っ
て
、
弾
圧
し
よ
う
と
したが慎重にとりやめ、二五年法の適用を厳重にし、いかな
（７３） 
一
労働者党の結成
るピケティンゲｊも違法とした。又、宣誓を禁止した（召・の８．
三・Ｃ】圏）叛乱法（召・の①・・旨・●・ろ）等を援用して弾
圧に用いた。
（別）弓・画ロ』国・田口目白○口』》目彦のしぬの。〔Ｏ苣日（】の〔の》己・画画①
シ酉の］ウ。巨円ロ①の（尉巨、汽岸の言の四戸の、庁己。】ロ【：．：．
（皿）当時ラヴレス（の’百ぐの］の叩⑪）はじめ七人の犠牲者、を
その村の名をとってこのようによんだのである。トロパドー
レ（目。｝Ｅ＆］の）はドーセットシャー（ｐｏＲｍｇの三円の）州の州
庁のあるドーチェスター（□・『＆①の旨【）の北東七哩にある村。
（皿）組合の間には、モネ・ストの要求が強かった。執行部で
は
、
サ
ン
ジ
ヵ
リ
ス
ト
の
強
硬
派
が
ゼ
ネ
・
ス
ト
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
休
日
を
利
用
し
て
の
一
日
総
罷
業
が
受
協
的
に
計
画
さ
れ
た
のであるＱ玉島、前掲書一五九頁参照。
（閉）負目ロの旧○○円冨目㎡の臣＆】：》》ＣｍｚＣ・桿巴『画⑦レロ三．
屋置》『社説」より。
（
皿
）
玉
島
、
前
掲
書
二
○
七
頁
、
ウ
ェ
ヅ
プ
の
言
葉
（
弓
の
⑦
日
己
己
旦
）
を
引
用
し
て
い
る
。
（閉）（へ円げの目円巨ののロロ己。〔四四シ己国←】、四一・
（妬）《一目冨勺。。【三目㎡の巨己圃口ご○｛四⑤。シ官一一》］の窪・
（〃）の。■ロロロ・国四日目。ご□》目苣のシ、の。［ｏ匿日感の（の》ご・、①『。
、
（７４） 
B 
